
　
継
続
し
た
健
康
活
動
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
提
供
と

　
情
報
提
供
を
行
っ
て
い
く
。

(
４
)
施
設
（
地
区
内
施
設
を
包
括
的
に
考
え
る
）

　
中
学
校
施
設
　
　
　
　
　
　
　
　
一
～
二

　
小
学
校
施
設
　
　
　
　
　
　
　
　
三
～
四

　
青
少
年
広
場
・
会
館
　
　
　
　
　
一
～
二

　
そ
の
他
公
共
運
動
施
設
（
介
業
施
設
も
含
む
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
～
二

　
こ
れ
ら
の
施
設
を
総
合
し
て
有
機
的
に
活
用

(
５
)
指
導
者

　
体
育
指
導
委
員
を
オ
ル
ガ
ナ
イ
ザ
ー
と
し
、

　
そ
の
下
に
社
会
体
育
指
導
者
と
し
て
、
プ
ロ

　
グ
ラ
マ
ー
と
実
技
指
導
を
兼
ね
そ
な
え
た
指

　
導
員
を
ス
ポ
ー
ツ
村
内
で
発
掘
養
成
し
、
各

　
施
設
に
常
駐
さ
せ
、
年
間
を
通
し
て
の
活
動

　
の
実
践
指
導
に
あ
た
ら
せ
る
（
当
初
は
学
校

　
教
師
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
あ
る
種
目
別
協
会

　
指
導
員
の
積
極
的
活
用
を
図
る
）
。

〔
参
考
資
料
Ｂ
〕
五
十
四
年
度
総
理
府
実
施
「

体
力
・
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
世
論
調
査
」
か

ら　
一
―
一
　
自
分
自
身
の
健
康
・
体
力
に
注
憲

　
　
を
は
ら
っ
て
い
る
か

　
　
　
注
意
を
は
ら
っ
て
い
る
　
　
　
七
三
％

　
　
　
は
ら
っ
て
い
な
い
　
　
　
　
　
二
七
％

　
一
―
二
　
注
意
を
は
ら
っ
て
い
る
者
の
う
ち

　
　
日
頃
自
分
の
健
康
や
体
力
の
維
持
増
進
の

　
　
た
め
に
心
が
け
て
注
意
を
は
ら
っ
て
い
る

　
　
も
の
（
複
数
回
答
）

　
　
　
①
栄
養
・
食
事
　
　
　
　
　
　
四
六
％

　
　
②
睡
眠
・
休
養
を
多
く
と
る
　
四
二
％

　
　
③
体
操
・
散
歩
等
の
運
動
　
　
二
八
％

　
　
④
視
則
正
し
い
生
活
　
　
　
　
二
〇
％

ニ
―
一
　
こ
の
一
年
間
位
に
、
町
内
会
や
自

　
治
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
の
催
す
地
城
ス
ポ
ー

　
ツ
行
事
に
参
加
し
た
こ
と
が
あ
る
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
全
体
　
　
十
大
市

　
参
加
し
た
人
　
　
二
三
・
四
　
一
〇
・
六

　
参
加
し
な
い
人
　
七
六
・
六
　
八
九
・
四

ニ
―
ニ
　
今
後
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
行
事
が
催

　
さ
れ
た
場
合
、
参
加
し
た
い
と
思
い
ま
す

　
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
全
体
　
　
十
大
市

　
参
加
す
る
　
　
　
四
三
・
二
　
三
五
・
一

　
参
加
し
な
い
　
　
四
七
・
七
　
四
九
・
八

　
　
わ
か
ら
な
い
　
　
九
・
一
　
　
一
五
・
一

〔
参
考
資
料
Ｃ
〕
「
健
康
づ
く
り
に
関
す
る
意

識
調
査
」
か
ら
（
五
十
五
年
四
月
実
施
）

　
一
―
一
　
日
頃
健
康
の
た
め
何
ら
か
の
運
動

　
　
を
し
て
い
ま
す
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
男
　
　
　
女

　
　
　
し
て
い
る
　
　
　
　
三
八
％
　
二
五
％

　
　
　
特
に
し
て
い
な
い
　
六
二
　
　
七
五

　
一
―
二
　
日
頃
運
動
を
し
て
い
な
い
理
由

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
複
数
回
答
）

　
①
時
間
が
な
い
　
　
　
　
　
　
　
三
二
・
三

　
②
仕
事
で
体
を
助
か
し
て
い
る
　
三
一
・
九

　
③
何
と
な
く
　
　
　
　
　
　
　
　
二
五
・
五

　
④
仕
事
や
家
事
で
疲
れ
て
い
る
　
二
四
・
七

　
　
　
　
　
〈
市
民
局
青
少
年
課
育
成
係
長
〉

一
―
大
正
ス
ポ
ー
ツ
村
の
概
要
と

　
　
　
受
入
れ
後
の
準
備

ニ
―
初
年
度
の
取
り
組
み

三
―
二
年
目
以
降

四
―
問
題
点

五
―
さ
い
ご
に

い
の
か
、
逆
に
全
く
行
わ
れ
て
い
な
い
よ
う
な

地
域
が
望
ま
し
い
の
か
を
議
論
し
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
横
浜
市
の
モ
デ
ル
地
区
と
い
う
こ
と

調査季報67 80. 951

②
地
域
に
根
ざ
し
た
健
康
づ
く
り

石
井
　
昇

　
私
達
の
地
城
大
正
地
区
は
、
昭
和
五
十
一
年

度
か
ら
五
十
三
年
度
ま
で
の
三
年
間
、
横
浜
市

教
育
委
員
会
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
モ
デ
ル
地
区
の
指

定
を
受
け
ま
し
た
。
最
初
、
教
育
委
員
会
の
体

育
課
か
ら
戸
塚
区
役
所
に
ス
ポ
ー
ツ
村
構
想
の

話
し
が
あ
り
、
区
体
育
指
導
委
員
連
絡
協
議
会

で
話
し
あ
い
ま
し
た
。
構
想
を
受
け
る
こ
と
は

よ
い
の
で
す
が
、
モ
デ
ル
地
区
と
し
て
、
ス
ポ

ー
ツ
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
地
域
が
望
ま
し

大
正
ス
ポ
ー
ツ
村
活
動



な
ら
ば
、
地
城
の
組
織
・
陣
容
に
ま
と
ま
り
が

あ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
も
行
わ
れ
て
い
る
と
こ

ろ
が
良
い
だ
ろ
う
、
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
大

正
地
区
が
指
定
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
大
正
地
区
は
、
昭
和
初
年
鎌
倉
郡
大
正
村
時

代
か
ら
、
郡
対
抗
駅
伝
大
会
、
陸
上
競
技
大
会
に

優
勝
し
、
県
大
会
や
神
宮
大
会
（
現
在
の
国
体
）

へ
出
場
し
た
選
手
が
大
勢
い
る
地
区
で
す
。
戦

前
の
人
口
は
三
千
人
く
ら
い
。
第
二
次
大
戦
で

優
秀
な
友
を
な
く
し
は
し
ま
し
た
が
。
そ
れ
で

も
現
在
、
町
会
の
中
堅
に
は
当
時
活
躍
さ
れ
た

方
々
が
お
り
ま
す
。
ま
た
、
新
し
く
地
域
住
民

と
な
っ
た
方
々
も
た
く
さ
ん
い
る
わ
け
で
す

が
、
今
は
、
新
旧
住
民
の
混
住
化
の
な
か
で
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
し
て
の
活
動
が
う
ま
く
い
っ

て
お
り
、
今
回
の
モ
デ
ル
ス
ポ
ー
ツ
村
の
構
想

を
受
け
て
の
ス
ポ
ー
ツ
村
作
り
に
も
、
ス
ム
ー

ズ
に
入
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

大
正
ス
ポ
ー
ツ
村
の
概
要
と

受
入
れ
後
の
準
備

　
モ
デ
ル
ス
ポ
ー
ツ
村
構
想
を
受
け
入
れ
た
当

時
の
大
正
地
区
は
ど
ん
な
で
あ
っ
た
か
、
少
し

概
要
を
の
べ
ま
す
と
、

　
(
一
)
町
内
会
　
　
二
〇
町
内
会

　
(
二
)
世
帯
数
　
一
七
、
二
七
六
世
帯

　
(
三
)
人
口
　
男
　
三
二
、
三
一
九
人

　
　
　
　
　
女
　
三
一
、
〇
六
〇
人

　
　
　
　
　
計
　
六
三
、
三
七
九
人

　
(
四
)
面
積
　
一
一
・
三
九
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

　
(
五
)
住
民
の
構
成
（
意
識
程
度
）

　
　
住
民
の
皆
さ
ん
の
生
活
程
度
の
意
識
を
い

　
　
え
ば
、
中
流
意
識
が
つ
よ
く
、
連
携
は

　
　
密
、
一
般
的
に
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
関
心
が
高

　
　
い
、
と
い
え
ま
す
。

　
(
六
)
学
校

　
　
小
学
校
六
校
、
中
学
校
一
校
（
現
在
は
二

　
　
校
）

　
(
七
)
そ
の
他
の
諸
施
設
（
ス
ポ
ー
ツ
関
連
）

　
　
企
業
施
設
三
、
公
共
施
設
三

　
(
八
)
指
導
員
数

　
　
体
育
指
導
委
員
　
二
七
人

　
　
青
少
年
指
導
員
　
二
九
人

　
　
学
校
関
係
者
　
　
一
六
人

　
　
子
供
会
　
　
　
　
八
〇
人

　
　
少
年
野
球
　
　
　
三
〇
人

　
　
そ
の
他
　
　
　
　
二
〇
人

　
受
入
れ
の
母
体
と
し
て
、
休
育
指
導
委
員
連

絡
協
議
会
、
青
少
年
指
導
良
連
絡
協
議
会
、
子

供
会
育
成
指
導
者
連
絡
協
議
会
が
中
心
と
な

り
、
連
合
町
内
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
学
校
関
係
、
交

通
安
全
母
の
会
、
婦
人
団
体
、
農
協
、
老
人
団

休
等
を
い
れ
て
、
大
正
地
区
ス
ポ
ー
ツ
活
動
推

進
協
議
会
を
結
成
し
ま
し
た
。
ス
ポ
ー
ツ
村
構

想
の
受
け
入
れ
と
と
も
に
、
ま
ず
従
来
の
学
校

開
放
の
水
準
を
変
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。
つ
ま

り
、
そ
の
と
き
ま
で
は
、
大
正
中
学
が
唯
一
の

推
進
校
（
年
間
一
五
〇
日
開
放
）
で
あ
り
、
他

は
す
べ
て
一
般
開
放
（
年
間
五
○
日
開
放
）
で

あ
っ
た
も
の
を
、
す
べ
て
推
進
校
と
し
て
も
ら

い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
各
学
校
の
整
備
、
例
え

ば
校
庭
整
備
、
防
球
ネ
ッ
卜
や
夜
間
照
明
の
と

り
つ
け
、
ゲ
タ
バ
キ
校
舎
で
の
ア
コ
ー
デ
ィ
オ

ン
カ
ー
テ
ン
の
取
り
付
け
（
夜
間
、
体
育
館
へ

い
く
の
に
教
室
内
を
通
る
た
め
）
等
を
教
育
委

員
会
の
予
算
で
実
施
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
区

役
所
か
ら
話
の
あ
っ
た
の
が
昭
和
五
十
年
の
十

一
月
頃
で
、
翌
五
十
一
年
の
四
月
か
ら
実
行
活

前
に
入
り
ま
し
た
。

ニ

初
年
度
の
取
り
組
み

　
ス
ム
ー
ズ
に
活
動
に
入
っ
た
と
い
い
ま
し
た

が
、
企
画
部
長
と
し
て
は
「
住
民
の
健
康
と
ス

ポ
ー
ツ
」
と
い
う
趣
旨
を
、
地
域
の
方
々
に
ど

う
理
解
・
賛
同
し
て
も
ら
い
、
積
極
的
に
参
加

し
て
い
た
だ
い
た
ら
よ
い
の
か
、
正
直
な
と
こ

ろ
、
そ
の
方
法
に
つ
い
て
は
戸
惑
い
を
禁
じ
え

ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
も
そ
も
、
こ
の
横
浜
市
の

ス
ポ
ー
ツ
村
構
想
と
申
し
ま
す
の
は
、
従
来
の

ス
ポ
ー
ツ
活
動
が
と
か
く
競
技
の
た
め
の
も
の

や
、
大
会
中
心
の
一
発
行
事
と
な
っ
て
お
り
、

住
民
が
一
人
で
も
多
く
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
た

め
に
は
、
そ
れ
で
は
だ
め
で
あ
る
。
年
間
を
通

し
て
一
人
で
も
多
く
の
人
に
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し

ん
で
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
、
そ
の
た
め
に

日
々
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
力
点
を
置
こ
う
、
と

い
う
も
の
で
す
。
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
、
と
い
っ

て
も
普
通
の
人
な
ら
ば
、
健
康
で
あ
り
い
た
と

念
じ
て
は
い
て
も
、
だ
か
ら
自
分
か
ら
す
す
ん

で
主
体
的
に
健
康
づ
く
り
に
取
り
く
み
努
力
し

よ
う
と
す
る
程
の
切
実
感
は
も
っ
て
い
ま
せ

ん
。
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
、
と
い
う
こ
と
は
、
言

う
は
易
く
な
か
な
か
実
行
は
で
き
な
い
も
の
で

す
。
で
も
、
誰
か
が
先
に
立
っ
て
動
機
づ
け
を

し
た
り
、
機
会
が
設
け
ら
れ
た
り
す
れ
ば
、
仲

間
に
入
っ
て
く
る
こ
と
も
多
い
も
の
で
す
。
そ

の
意
味
で
そ
う
し
た
動
機
づ
け
や
機
会
作
り
を

す
る
人
た
ち
、
す
な
わ
ち
、
推
進
役
と
な
る
人

た
ち
の
連
携
・
協
力
が
大
切
に
な
り
ま
す
。
更

に
、
そ
う
い
う
人
た
ち
が
、
企
画
を
た
て
た
い

人
々
に
ゲ
ー
ム
の
や
り
方
を
指
導
し
た
り
す
る

こ
と
が
で
き
る
こ
と
も
大
切
と
な
り
ま
す
。
今

回
の
ス
ポ
ー
ツ
村
構
想
を
実
施
す
る
た
め
、
企

画
に
つ
い
て
は
東
海
大
学
社
会
体
育
学
部
の
正

先
生
に
、
ゲ
ー
ム
の
講
習
は
横
浜
市
レ
ク
レ
ー

シ
ョ
ン
協
会
の
人
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
講
習
を
う
け

勉
強
し
ま
し
た
。
大
正
地
区
で
は
、
こ
れ
ら
の

講
習
を
う
け
た
者
た
ち
で
協
力
し
あ
い
運
営
に

あ
た
っ
て
お
り
ま
す
。

　
初
年
度
の
活
動
を
具
体
的
に
の
べ
ま
す
と
、

ま
ず
毎
月
第
二
日
曜
日
を
「
住
民
ス
ポ
ー
ツ
の

日
」
と
し
て
設
定
し
、
そ
の
日
は
午
前
中
、
大

正
地
区
の
各
小
学
校
を
住
民
に
開
放
し
ま
す
。

各
学
校
区
で
は
、
地
区
の
人
た
ち
が
協
議
会
を

つ
く
っ
て
お
り
、
何
の
ス
ポ
ー
ツ
を
や
る
の
か

を
独
自
に
き
め
指
導
者
を
つ
け
て
実
施
し
ま
し

た
。
住
民
は
ど
こ
へ
い
っ
て
も
よ
い
わ
け
で

す
。
卓
球
、
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
ゲ
ー
ム
、
ラ
ン

5
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ニ
ン
グ
、
テ
ニ
ス
等
、
内
容
を
か
え
て
実
施
し

ま
し
た
。
ピ
ー
ア
ー
ル
は
、
行
事
企
画
を
役
員

会
で
決
定
後
、
企
画
部
の
方
で
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

等
を
作
成
し
、
ス
ポ
ー
ツ
村
役
員
会
か
ら
、
子

供
会
、
町
会
役
員
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
各
小
学
校
学

区
学
校
開
放
利
用
運
営
協
議
会
等
を
へ
て
、
地

域
住
民
へ
と
流
す
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
初

年
度
の
成
果
を
み
ま
す
と
、
一
回
に
各
学
校
あ

た
り
一
五
〇
～
二
〇
〇
人
位
の
人
が
参
加
し
て

い
ま
す
。

　
講
師
は
宇
佐
美
彰
郎
先
生
（
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

　
三
回
出
場
　
当
時
マ
ラ
ソ
ン
の
世
界
記
録
保

　
持
者
）

　
こ
の
教
室
が
は
じ
め
て
な
わ
け
で
す
が
、
Ｎ

　
Ｈ
Ｋ
横
浜
放
送
局
の
地
域
還
元
事
業
と
し
て

　
の
協
力
を
え
て
、
無
料
で
行
い
ま
し
た
。
参

　
加
者
は
子
供
か
ら
老
人
ま
で
五
〇
〇
人
を
か

　
ぞ
え
、
校
庭
一
ぱ
い
に
広
が
っ
て
ジ
ョ
ギ
ン

　
グ
の
指
導
を
戴
き
、
そ
の
あ
と
、
宇
佐
美
先

　
生
と
と
も
に
ロ
ー
ド
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
も
行
い

　
ま
し
た
。
ラ
ン
ニ
ン
グ
と
は
、
日
常
生
活
に

　
も
と
り
い
れ
る
こ
と
が
で
き
、
一
人
で
も
で

　
き
る
健
康
法
だ
と
い
う
こ
と
が
よ
く
わ
か
り

　
ま
し
た
。

(
２
)
な
わ
と
び
教
室

　
昭
和
五
十
四
年
九
月
九
日
　
小
雀
小
学
校

　
講
師
　
鈴
木
勝
己
選
手
（
世
界
な
わ
と
び
チ

　
ャ
ン
ピ
オ
ン
　
当
時
の
世
界
記
録
連
続
六
時

　
間
十
二
分
十
秒
保
持
）

　
こ
の
鈴
木
選
手
は
、
選
手
経
験
三
六
年
、
指

　
導
歴
延
一
千
回
と
い
う
人
で
、
な
わ
と
び
の

　
基
本
、
持
久
の
こ
つ
等
、
場
所
も
余
り
つ
か

　
わ
ず
、
一
人
で
も
で
き
る
健
康
法
と
し
て
の

　
な
わ
と
び
の
良
さ
を
指
導
し
て
い
た
だ
き
ま

　
し
た
。
鈴
木
選
手
自
身
、
小
さ
い
頃
は
虚
弱

　
体
質
で
あ
り
、
そ
の
改
善
に
な
わ
と
び
が
役

　
立
っ
た
わ
け
で
す
が
、
そ
う
い
う
こ
と
を
混

　
え
て
の
指
導
は
、
き
く
方
に
も
よ
く
理
解
さ

　
れ
た
と
思
わ
れ
ま
し
た
。

(
３
)
卓
球
教
室

　
昭
和
五
十
四
年
十
二
月
十
八
日
　
大
正
中
学

　
校
体
育
館

　
講
師
　
伊
東
茂
夫
先
生
（
世
界
選
主
権
出

　
場
）

　
卓
球
は
屋
内
ス
ポ
ー
ツ
で
、
身
近
な
公
民
館

　
な
ど
に
も
設
備
が
あ
り
、
小
人
数
で
出
来
る

　
と
い
う
魅
力
が
あ
り
ま
す
。
更
に
眼
の
感
覚

　
と
敏
捷
性
を
要
求
さ
れ
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
の

　
で
、
体
力
向
上
に
最
適
だ
と
思
い
ま
す
。
伊

　
東
先
生
の
模
範
演
技
を
み
せ
て
い
た
だ
い

　
た
わ
け
で
す
が
、
白
球
の
ス
ピ
ー
ド
、
足
腰

　
の
強
じ
ん
さ
に
、
皆
感
動
し
て
お
り
ま
し

　
た
。

(
４
)
ジ
ョ
ギ
ン
グ
教
室

　
昭
和
五
十
五
年
二
月
二
十
四
日
　
深
谷
小
学

　
校

　
講
師
　
森
本
葵
選
手
（
八
〇
〇
米
日
本
記
録

　
保
持
者
）
横
溝
三
郎
選
手
（
五
千
・
三
千
米

　
元
日
本
記
録
保
持
者
）

　
参
加
人
員
は
四
〇
〇
人
以
上
。
こ
も
ご
も
一

　
人
で
も
で
き
る
健
康
保
持
の
方
法
を
、
丹
念

　
に
指
導
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
（
な
お
、
こ

　
の
企
画
は
ヒ
ッ
ト
・
ユ
ニ
オ
ン
社
の
協
力
を

　
え
て
開
催
し
た
も
の
で
、
費
用
は
か
か
っ
て

　
い
ま
せ
ん
）
。

　
こ
の
よ
う
な
ス
ポ
ー
ツ
教
室
を
工
夫
す
る
こ

と
よ
り
、
み
ん
な
の
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
関
心
を
高

め
、
さ
ら
に
教
室
へ
参
加
し
た
人
た
ち
の
、
ス

ポ
ー
ツ
へ
の
参
加
を
日
常
化
し
よ
う
と
し
て
行

っ
た
の
が
、
ク
ラ
ブ
化
で
す
。
代
表
者
等
、
役

割
の
分
担
を
含
め
、
自
主
的
運
営
に
し
て
い
く

わ
け
で
す
。
現
在
、
卓
球
・
成
人
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
・
家
庭
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
・
老
人
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
・
少
年
剣
道
同
好
会
等
の
ク
ラ
ブ
が
あ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
の
大
正
地
区
ス
ポ
ー
ツ
活
動
推
進
協
議

会
（
大
正
ス
ポ
ー
ツ
村
）
の
運
営
の
形
、
及
び

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
実
態
を
図
に
し
て
お
き
ま

す
（
図
―
１
及
び
表
―
１
）
。

　
市
か
ら
の
補
助
は
三
年
間
で
な
く
な
り
、
以

後
は
金
銭
的
に
も
大
正
ス
ポ
ー
ツ
村
自
身
の
完

全
な
自
主
運
営
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
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二
年
目
に
入
り
、
住
民
ス
ポ
ー
ツ
の
日
に
、

ス
ポ
ー
ツ
教
室
を
時
々
開
催
す
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。
講
師
は
企
画
部
で
つ
て
を
た
よ
り
、
直

接
電
話
し
た
り
し
て
み
つ
け
出
す
わ
け
で
す

が
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
経
験
の
あ
る
よ
う
な

国
際
級
の
人
に
お
願
い
し
ま
し
た
。
そ
う
い
う

実
績
の
あ
る
先
生
方
に
直
接
話
し
を
き
き
、
実

技
を
見
、
指
導
を
う
け
る
こ
と
は
、
参
加
さ
れ

た
人
々
に
非
常
な
影
響
を
与
え
、
ス
ポ
ー
ツ
を

す
る
こ
と
へ
の
意
識
の
高
揚
に
大
変
役
立
ち
ま

し
た
。
と
く
に
家
庭
の
主
婦
に
と
っ
て
は
、
余

暇
の
活
用
、
健
康
作
り
な
ど
の
面
で
、
非
常
な

好
評
を
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
実
際
に
行
っ
た
ス
ポ
ー
ツ
教
室
の
い
く
つ
か

を
述
べ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

(
１
)
健
康
ジ
ョ
ギ
ン
グ
教
室

　
昭
和
五
十
三
年
三
月
十
二
日
　
大
正
中
学

　
現
在
ま
で
の
活
動
を
ふ
り
返
っ
て
、
少
し
問

題
点
を
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

(
１
)
　
Ｐ
Ｒ
不
足

　
前
に
の
べ
た
と
お
り
、
Ｐ
Ｒ
活
動
は
行
っ
て

は
い
る
の
で
す
が
。
必
ず
し
も
十
分
で
な
く
、
集

ま
り
の
わ
る
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ポ
ス
タ
ー

や
口
コ
ミ
の
利
用
等
も
行
っ
て
は
い
る
の
で
す

が
…
…
。
た
だ
、
効
果
と
し
て
は
、
折
り
こ
み

　
（
町
内
会
報
等
）
よ
り
は
口
コ
ミ
の
方
が
大
き

い
よ
う
で
す
。

(
２
)
指
導
者
の
不
足

　
ス
ポ
ー
ツ
を
行
う
上
で
、
指
導
者
は
欠
か
せ

ま
せ
ん
。
い
ろ
い
ろ
工
夫
し
て
、
費
用
が
あ
ま

り
か
か
ら
ぬ
よ
う
に
し
て
は
い
ま
す
が
、
謝
礼

程
度
は
だ
す
必
要
も
あ
り
ま
す
。
そ
う
そ
う
は

二
年
目
以
降

三

問
題
点

四



優
秀
な
指
導
者
を
外
か
ら
よ
べ
る
と
は
か
ぎ
り

ま
せ
ん
。
と
す
れ
ば
、
地
域
の
中
で
指
導
者
を

捜
さ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
昔
か
ら
〝
能
あ
る
夕

力
は
爪
を
隠
す
〟
と
い
わ
れ
ま
す
。
身
近
の
地

域
の
中
に
も
優
秀
な
方
が
た
く
さ
ん
お
ら
れ
る

と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
人
た
ち
を
リ
ス
ト
ア

ッ
プ
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
の
活
動
を
お

願
い
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

(
３
)
　
参
加
者
の
地
域
格
差
指
導
・
企
画
の
面
に

　
も
問
題
は
あ
り
ま
す
が
、
参
加
者
の
地
域
格

差
の
大
き
い
こ
と
が
大
き
な
問
題
で
す
。
職
業

図一１　大正地区スポーツ活動推進協議会及びスポーツクラブ

の
性
質
上
、
参
加
が
不
可

能
と
い
う
方
も
お
り
、
大

き
く
は
参
加
意
識
の
壁
み

た
い
な
限
界
を
感
じ
ま

す
。
地
域
住
民
の
ス
ポ
ー

ツ
で
あ
れ
ば
、
一
人
で
も

多
く
の
方
々
の
参
加
が
望

ま
れ
る
わ
け
で
す
の
で
、

企
画
面
で
も
一
層
の
考
慮

が
問
わ
れ
て
い
る
と
申
せ

ま
す
。

表－１

さ
い
ご
に

　
急
激
な
都
市
化
が
進
む
な
か
で
、
私
た
ち
の

人
口
も
三
〇
年
間
に
二
〇
倍
と
い
う
激
増
を
示

し
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
今
一
番
必
要
に
迫
ら

れ
て
い
る
の
が
、
〝
身
近
な
広
場
〟
で
す
。
行

政
に
や
っ
て
も
ら
い
た
い
こ
と
は
、
施
設
の
整

備
が
第
一
で
す
。
以
前
は
、
山
林
や
道
路
も
子

供
た
ち
の
恰
好
の
遊
び
場
で
し
た
が
、
車
の
増

え
た
今
日
で
は
、
そ
う
は
い
き
ま
せ
ん
。
安
心

し
て
遊
べ
る
〝
広
場
〟
が
必
要
で
す
。
ま
た
、

こ
れ
か
ら
の
社
会
を
考
え
た
場
合
に
も
、
週
休

二
日
制
の
普
及
、
家
事
労
働
の
合
理
化
等
か
ら

生
ず
る
余
暇
時
間
の
使
い
方
が
問
題
と
な
り
ま

し
ょ
う
。
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
時
代
で
あ
り
、
余
暇

活
動
は
、
車
型
か
ら
身
近
な
と
こ
ろ
で
の
型
へ

と
移
行
し
て
い
ま
す
。
そ
の
典
型
と
し
て
考
え

ら
れ
る
の
が
ス
ポ
ー
ツ
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

と
す
れ
ば
、
身
近
で
ス
ポ
ー
ツ
が
行
え
る
よ
う

に
諸
施
設
の
設
置
・
拡
充
が
望
ま
れ
ま
す
。
数

字
で
い
え
ば
、
人
口
五
〇
万
人
に
つ
い
て
総
合

公
賜
が
必
要
と
さ
れ
、
そ
の
下
に
地
域
人
口
五

万
人
に
つ
い
て
、
野
球
・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
な
ど

の
で
き
る
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
・
プ
ー
ル
・
体
育
館
が
必
要
で
す
。
さ
ら
に

青
少
年
の
た
め
に
、
町
会
単
位
に
小
グ
ラ
ウ
ン

ド
も
必
要
と
な
り
ま
す
。
そ
の
他
、
河
川
・
自

然
山
林
に
つ
い
て
も
、
散
歩
道
の
整
備
、
自
転

車
サ
イ
ク
リ
ソ
グ
ロ
ー
ド
・
マ
ラ
ソ
ン
コ
ー
ス
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等
の
設
置
が
考
え
ら
れ
ま
し
ょ
う
。

　
健
康
に
つ
い
て
は
、
自
分
た
ち
の
健
康
は
自

分
た
ち
で
守
る
、
と
い
う
こ
と
が
前
提
と
な
り

ま
す
。
生
活
の
中
に
ス
ポ
ー
ツ
を
と
り
こ
み
継

続
し
て
い
く
こ
と
、
ク
ラ
ブ
等
を
組
織
し
て
企

画
・
経
費
な
ど
、
運
営
は
地
域
の
み
ん
な
が
そ

れ
ぞ
れ
負
担
を
し
、
知
恵
を
出
し
あ
っ
て
い

く
、
行
政
に
は
施
設
、
場
所
の
提
供
を
お
願
い
す

る
。
こ
う
い
う
形
が
望
ま
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
最
後
に
、
行
政
全
般
へ
の
要
望
を
の
べ
た
い

と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
市
と
し
て
統
一
の
と

れ
た
各
局
区
で
連
絡
調
整
し
た
行
政
を
、
と
い

う
こ
と
で
す
。
市
民
行
事
を
計
画
し
て
も
、
市

民
局
と
教
育
委
員
会
で
重
複
し
て
い
る
、
ま
た

道
路
の
堀
り
返
し
を
、
水
道
・
ガ
ス
・
電
気
な

ど
て
ん
で
に
や
っ
て
い
る
。
こ
ん
な
ム
ダ
は
な

く
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ム
ダ
を
省
き
、
そ
の

う
え
で
市
民
が
本
当
に
欲
す
る
と
こ
ろ
を
察
し

必
要
な
ら
ば
指
導
性
を
発
揮
す
る
、
そ
う
い
う

行
政
を
の
ぞ
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
〈
大
正
ス
ポ
ー
ツ
村
企
画
部
長
〉
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